長嶺ヤス子
〜白虎隊〜
企画書
2006年に舞踊活動40周年を迎え、2008年、旭日小綬賞を授賞。ますます輝いている舞踊家・長嶺ヤス子が、維新動乱期に会津藩士の妻として、息子を戦地に送り出した、妻であり母である女の生き様を描いた「白虎隊」（会津戦争に際して会津藩が組織した、16歳から17歳の武家の男子によって構成された部隊）に挑戦。
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長嶺は70年代、本格的なフラメンコ・ダンサーとして一世を風靡したが、77年からはロック、アフロ、サンバなどとその創作意欲は留まるところを知らず、国境を超え、民族の別なく、その血とリズムを吸収しながら独自の世界を創り始めた。また、80年からは日本の伝統的な題材を元にした創作舞踊で、女の情念をも表現し続けてきた。

2013年5月23日（木）

五反田　ゆうぽうとホール

公演詳細

公演日時■2013年5月23日（木）19時開演

　　　　　※開場は開演の30分前

公演会場■五反田　ゆうぽうとホール　TEL.03-3490-5111（品川区西五反田8-4-13）

　　　　　・東急池上線「大崎広小路駅」徒歩約1分

　　　　　・都営地下鉄・JR「五反田駅」西口徒歩約5分

　　　　　・JR「大崎駅」西口徒歩約7分

　入場料■（全席指定）S席15,000円／A席10,000円／B席5,000円

お問合せ■長嶺ヤス子ダンスカンパニー  TEL.03-3384-7531

情報問合せ■Ｋ・企画　TEL&FAX.03-3419-6318
キャスト・スタッフ

●出演 

　踊り・・・・・・長嶺ヤス子 

　　　　　　　　　中村しんじ 

　　　　　　　　　澤村亮 

　　　　　　　　　門戸竜二／他 

●演奏

　三味線・・・・・今藤政太郎　社中

　長唄・・・・・・今藤尚之　社中

　囃子・・・・・・藤舎呂船　社中

　キーボード・・・栗本修

●スタッフ

　構成・・・・・・瀧澤いっせい

　振付・・・・・・中村しんじ 

　衣装・・・・・・松竹衣装 

　メイク・・・・・佐々木純子

　結髪・・・・・・奥山光映 

　照明・・・・・・望月圭介

　音響・・・・・・近藤雅明

　舞台監督・・・・小林正昭 

　題字・・・・・・柏木白光 

　写真・・・・・・今井一詞 

あらすじ
秘め続けた故郷会津への想いを初めて昇華させた長嶺ヤス子 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 23(れっぱく),裂帛)の舞い

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぼしん),戊辰)戦争。会津若松攻めの eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ごうか),劫火)の中、白虎隊は駆け抜け死んでいった。その華やかな死の裏舞台に、いくつもの人知れぬ死と生の物語があった・・・。

維新動乱期の会津城下。

夫と妻と息子と。そこには幸せな営みが確かにあった。

が、平和に暮らすことを時代はもはや許さず、息子は白虎隊隊士となり、母と別れて死地に普く。夫もまた戦さへと向かう。

ほどなく息子は戦いに敗れ自死、亡霊となって母を訪ない、束の間の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かいこう),邂逅)ののち、想いだけを残して霧散する。

現（うつつ）と幻の二度の別れに母のこころは狂気の端境に振れる。

戦さに傷ついた夫が帰還し、刺し違えてともに死ぬことを決意する。

妻の刃は夫の胸を貫＜。が、夫の刃は妻を傷つけなかった。

それは夫の意思。

「生きよ」

死屍累々の闇を越え、次の時代を孕めよと。

妻は（母は）（女は）、数多の死を背負い、ひとり生きていく決心をする。
「白虎隊」について
白虎隊（びゃっこたい）は、会津戦争に際して会津藩が組織した、16歳から17歳の武家の男子によって構成された部隊である。中には志願して生年月日を改め15歳で出陣した者もいたほか、幼少組として13歳の少年も加わっていた。

幕末の会津藩が組織した部隊には他に玄武隊、朱雀隊、青龍隊、幼少隊などがある。

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 23(ながみね　やすこ),長嶺ヤス子)プロフィール
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会津若松出身。3歳の頃からモダンバレエを学ぶ。

1977年「サロメ」では女の魔性とエロティシズムの大胆な表現に成功し、ゴールデンアロー賞を受賞。 

1980年「道成寺」で芸術祭大賞受賞。形骸化しつつある古典舞踊を現代に蘇生させた踊りと絶賛を浴びる。

1982年ニューヨークのリンカーンセンターにて「道成寺」を再演。東洋と西洋を結ぶ踊りと評価され、国際ダンサーとしての評価を得る。

1983年120人の僧侶による声明をバックに、人間の原罪と救済を追及した「曼荼羅」を上演。翌年、ニューヨーク、カーネギーホールで再演し大反響を巻き起こした。

1993年「卒塔婆小町」(三島由紀夫作)をブロードウェイ中ホールで上演。

2002年紫綬褒章を受章。幅広いジャンルの舞踊に挑み、独自の世界を築いてきた。

2008年歌舞伎座、京都南座の公演「艶歌を舞う!」では平成の「出雲の阿国」と評された舞を披露し、絶賛を受けた。

同年、長年に及ぶ芸能活動の功績に対して、旭日小綬章が贈られた。




